
【その他施設費】

【官庁営繕事業】

事業
計画の
必要性

事業
計画の
合理性

事業
計画の
効果

72 30 128 100 121
大臣官房官庁営繕

部計画課
（課長 秋月 聡二郎）

52 33 104 100 133

大臣官房官庁営繕
部

計画課
（課長 秋月 聡二郎）

※ 事業計画の必要性－既存施設の老朽・狭隘・政策要因等、施設の現況から事業計画を早期に行う必要性を評価する指標
   事業計画の合理性－採択案と同等の性能を確保できる代替案の設定可能性の検討、代替案との経済比較等から新規事業として行うことの合理性を評価
　　　　　　　　　　 する指標（合理性の有無により、100点か0点のいずれかを評点とする）
   事業計画の効果　－通常業務に必要な機能を満たしていることを確認･評価する指標
　（採択要件：事業計画の必要性100点以上、事業計画の合理性100点、事業計画の効果100点以上を全て満たす）

   供用後の維持管理費は50年間にかかる費用を現在価値化したものである。

令和３年度予算概算要求に係る新規事業採択時評価結果一覧
（令和２年９月末時点）

担当課
（担当課長名）

事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

供用後の
維持管理

費
（億円）

札幌第４地方合同庁
舎
北海道開発局
（既存施設の更新）

防災機能に係る施設の不備、狭あい、地域連携、分散、借用返還において必
要性が認められる。
経済性、採算性等の合理性があり、位置・規模・構造が適切で事業の効果が
認められる。

国立京都国際会館
展示施設
近畿地方整備局
（新規施設の建設）

施設の不備、地域連携において必要性が認められる。
経済性、採算性等の合理性があり、位置・規模・構造が適切で事業の効果が
認められる。

その他

評　　　価

別添３



【船舶建造事業】

57 22

海上保安庁
装備技術部

船舶課
（課長 矢頭 康彦）

・供用後の維持管理費について、PS型は20年間にかかる費用を現在価値化したものである。

【海上保安官署施設整備事業】

事業計
画の必
要性

事業計
画の合
理性

事業計
画の効
果

8.7 2.9 100 100 133

海上保安庁
装備技術部
施設補給課

(課長 坪井　謙二)

・供用後の維持管理費は50年間にかかる費用を現在価値化したものである。

整備しようとする小型巡視船（PS型）は、追跡捕捉能力、夜間監視採証能力等を強化されており、我が
国周辺海域における海洋権益の保全等の事案対応体制の強化を図ることができる。

事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

供用後の
維持管理

費
（億円）

評　　　価
担当課

（担当課長名）

小型巡視船（PS型）2
隻建造
海上保安庁

・事業計画の効果　－通常業務に必要な機能を満たしていることを確認・評価する指標
　※採択要件：事業計画の必要性、事業計画の合理性及び事業計画の効果がいずれも100点以上

担当課
（担当課長名）その他

海上保安大学校の施
設整備（教育訓練施
設（学生寮）の整
備）
海上保安庁
※（新規施設の建
設）

研修課程の新設に伴い増加される研修生の住環境を確保するために必要な研
修生寮を整備することで、安定的な研修生の確保・養成が可能となり、海上
保安体制を強化することができる。

・事業計画の必要性－既存施設の老朽・狭隘・政策要因等、施設の現況から事業計画を早期に行う必要性を評価する指標

・事業計画の合理性－採択案と同等の性能を確保できる代替案の設定可能性の検討、代替案との経済比較等から新規事業
　　　　　　　 　 　として行うことの合理性を評価する指標

事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

供用後の
維持管理

費
（億円）

評　　　価


